
令和４年度 

「１年実習」シラバス 

沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 

工業 グラフィックアーツ科 １ １年実習 ３単位 全 必修 

使用教科書  補助教材  

 

 

○画像処理ソフトのPhotoShopの基本操作を学ぶ。 

○画像処理の基本ソフトである Illustratorの基本操作を学び、簡単な作品を作成する。 

○SolidWorks、などの画像処理およびＣＡＤソフトの基礎を学ぶ 

○校正機を使用して印刷の基礎を学習すると共に、印刷機の安全操作を覚える。 

 

 

○PhotoShopの基本的なツールの選択方法やパレットの扱い方を学習し、機能を理解する。写真の修正・加工する。 

○Illustratorの基本的な機能を学習し、作品制作をおこなう。（線・面、文字サイズや色の設定、レイヤー等の活用）

また、基本操作での簡単なイラスト作成。（ペンツール、パスのアウトライン化、フィルタや効果の活用） 

○クリエイター専用PC、液晶ペンタブレットによる簡単なデジタルペイント、モデリング、レンダリング等の各デー

タの作成と出力機器の基本操作を学ぶ。 

○校正機の取扱いと安全管理についての学習をする。そして印刷作業を通してカラー印刷の仕組みとインク、版材（PS

版）、印刷用紙の扱い方を学習する。 

 

 

１年実習の授業では出欠は基より、日々の授業態度、提出物で評価し(ABC)、学年末には年間を通して総合的に判断し、 

５段階評定をします。 

評価の観点 内      容 評価方法 

① 知識・技能 グラフィックアーツに関する技術を実際の作業に即して総合的

に理解するとともに、関連する技術を身に着けている。 

各ソフトの機能や技術の有

効的活用。学習した内容を

分かりやすくまとめたか 

② 思考・判断表

現 

グラフィックアーツの技術に関する課題を発見し、工業に携わ

る者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決す

る力を身に着けている。 

作品発表やレポートの内容

や方法。 

③ 主体的に取

り組む態度 

グラフィックアーツに関する技術の向上を目指して自ら学び、

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけてい

る。 

授業参加態度、課題やレポ

ートの提出。 

 

 

 

 

○各ローテーション終了後、決められた期日までにレポートや課題の提出を行います。 

 

 

１．科目の目標 

２．学習の方法 

３．評価の方法 

４．その他 



年間指導計画表 

月 

予
定
時
数 

実
施
時
数 

指導
項目 指導内容（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 振

り

返

り 

知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に取り組

む態度 

4 3   

総合
実習 

・オリエンテーション 
・安全講習 
・施設見学 〇     

「実習」の学ぶ目
的、安全に実習を行
う方法をしっかり
と理解している。 

      

４
～
３ 

24   

要素
実習 

画像処理（フォトショップ） 
・Photoshopの使用方法の基礎を
学習する。 
・写真の明るさ、色味、彩度の
補正を学習する。 
・写真をトリミング、コピー、
フィルター等の加工を学習す
る。 
・ 写真の切り抜き、配置、マス
キング等の合成を学習する。 
・学習を生かし、photoshopを用
いたオリジナル作品を制作す
る。 

〇 〇 〇 

基礎的な画像処理
に関する知識と技
能を身につけてい
るとともに、それら
を応用し、自ら計画
して試行錯誤しな
がらグラフィック
作品を制作するこ
とができる。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

画像処理について、
学んだ知識、技術が
作品制作に際して
どのように応用で
きるかを考え、表現
を創意工夫するこ
とができる。 
(評価方法） 
レポート 

画像処理の技術の
向上を目指し、周囲
と協働しながら自
ら学ぶ態度が身に
ついている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

DTP(イラストレータ) 
・画像処理室の使用心得及び機
械の扱い方と注意事項を理解さ
せる。 
・ペイント、ページレイアウト、
ドロー等の各アプリケーション
の特徴や操作を学習する。 
・ＤＴＰに必要なツールを使用
させ、正確な図形を作図し理解
を深め次年度に備える。 
・作業結果を具体的に出力させ
ＤＴＰの行程を理解させる。 

〇 〇 〇 

・ＤＴＰについての
基礎的な知識を身
に着けるとともに、
現場における必須
ソフトである
Illustratorの基礎
的な技術を身に着
けている。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

ＤＴＰについて、学
んだ知識、技術が作
品制作に際してど
のように応用でき
るかを考え、表現を
創意工夫すること
ができる。 
(評価方法） 
レポート 

DTPの技術の向上
を目指し、周囲と協
働しながら自ら学
ぶ態度が身につい
ている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

ＣＧ（２Ｄ・３Ｄ） 
・クリエイター専用PCの使用方
法を学ぶ。 
・画像処理ソフトから、それぞ
れの加工機を操作するソフトへ
のデータの受け渡しを行い、出
力する。 
・ レーザー加工機・切削加工
機・３Ｄプリンタの使用方法や
使用する材料について学習す
る。 

〇 〇 〇 

IllustratorPhotoS
hop、SolidWorks、
などの画像処理ソ
フト及び３Dプリン
トの材料の特性に
関する基礎的な知
識、技術を身に着け
ている。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

CGについて、学んだ
知識、技術が作品制
作に際してどのよ
うに応用できるか
を考察し、表現を創
意工夫することが
できる。 
(評価方法） 
レポート 

CGの技術の向上を
目指し、周囲と協働
しながら自ら学ぶ
態度が身について
いる。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

印刷機械 
・平版印刷の仕組みと使用例の
説明、平版印刷の行程を解説。
使用する機材、消耗品等の安全
な使用方法について学習する。 
・オフセット校正機を使用。イ
ンキと湿し水をセットし印刷開
始する。 
・実習を振り返ってレポート作
成する。 

〇 〇 〇 

平台校正機の操作
を通してオフセッ
ト印刷の仕組と技
術を習得している。 
(評価方法) 
作業過程、成果物を
総合的に評価する。 

印刷機械について、
学んだ知識、技術が
実際の作業に際し
てどのように応用
されているかを考
察し、技術の修得に
生かすことができ
る。 (評価方法） 
レポート 

印刷機械の技術の
向上を目指し、周囲
と協働しながら自
ら学ぶ態度が身に
ついている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

2 3   

総合
実習 

ものづくり 
・上製本のノートを作る。 

    〇 

    実際に自分で作れ
る日用品を作るこ
とを通し、ものづく
りに対する興味関
心を高め、自ら学び
工夫する態度を身
に着けている。 (評
価方法)学習態度 

  

3 3   

総合
実習 

・1年間の学習の振り返り 

  〇   

  学んだ4つの分野を
振り返り、自分の興
味関心や進路につ
いて建設的に考え
ることができる。 
(評価方法) 
ワークシート 

    

計 105   
    

 


